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　米国農務省（USDA）は 2014 年 12 月、主要な乳製品輸出国における生乳生産見通しを公表した。国
内で消費する牛乳乳製品の３分の１以上（生乳ベース）を輸入に依存するわが国にとって、世界、とくに主
要輸出国の生乳生産動向は注目すべき問題と言える。

・ＥＵ
　冬の温暖湿潤な天候と春の早い到来が、牧草地を良好
な状態にした。低い飼料価格と高い乳価の下で、2014 年
の生乳生産量は、９月まで前年対比６％増に近い水準で
推移し、年間 146.7 百万トンで前年対比 4.7％増となる見
込みである。
　2015 年は、３月末までに生乳生産枠が廃止されること
になっているので、乳牛飼養頭数の増加が見込まれてい
る。しかし、乳製品の国際価格が低迷する中で生乳生産
は抑制され、年間生産量は 147.0 百万トンで、前年対比
100.2％とわずかな増加にとどまりそうである。
・ニュージーランド（ＮＺ）
　2014 年７月までの生乳生産量は、温暖な冬、好天に恵
まれた春、濃厚飼料の増給などによって、前年対比 16％
増に近い水準で推移した。しかし、その後の生乳生産
量は、乳価の引き下げによって伸び悩み、年間では 21.7
百万トン、前年対比7.4％増と見込まれている。2015年は、
前年対比 40％を超える乳価の大幅引き下げの影響で、生
乳生産量の増加速度が減速し、年間生産量は 22.1 百万ト
ン、前年対比 1.8％増にとどまる予想である。
・米国
　乳価の引き下げにも関わらず、飼料価格の低下が酪農
家の利益を安定化し、生乳生産量の増加傾向は持続する
と予想されている。2014年の生乳生産量は、前年対比2.4％
増の 93.5 百万トンと見込まれ、2015 年は前年対比 3.0％
増の 96.3 百万トンと予想されている。
・ロシア
　バターやチーズの輸入量が多いロシアの生乳生産量
は、2010 年以降、減少傾向が続いていて、2015 年も２％
程度の減少が予想されている。生乳生産量の約半分を
担っている小規模経営は、生産性が高い大規模経営との
厳しいコスト競争にさらされている。これらの小規模経
営は、高金利のために長期融資を利用できず、政府支援
の遅延や急激なルーブル安による生産コスト上昇の影響
も受けている。

　2014 年における世界の生乳生産量は、飼料価格の低下
や年前半の高乳価に刺激されて、前年対比 103.9％と大
きく増加するものと見込まれている。とくに、主要な乳
製品輸出国の中には、前年の生乳生産量を４％以上も上
回る国もあると期待されている。
　しかし、このような急激な増産の下では価格の低下が
避けられなかった。この低下傾向は、ロシアによるＥＵ
等からの乳製品禁輸措置と中国における予想を上回る全
粉乳輸入需要の減少によって促進された。なお、このロ
シアによる禁輸措置は 2015 年８月に解禁される見込みで
ある。また、中国の全粉乳輸入量は、経済成長の鈍化や
高い在庫水準により、引き続き減少すると予測されている。
　2015 年も乳製品価格の低迷が続き、酪農家の利益は引
き続き減少する見込みであるが、乳製品価格の回復時期
は、輸入国と輸出国における在庫量の減少速度に懸って
いる。このような状況の下で、主要な乳製品輸出国の生
乳生産量は、前年対比 101.4％とわずかな増加にとどま
ると予想されている。

　米国農務省による主な乳製品輸出国等の生乳生産量見
通しは次のようになっている。
・アルゼンチン
　2014 年の生乳生産量は、秋から冬にかけて、牧草地と
牧場に被害を及ぼした大雨と洪水の影響を受けた。その
結果、2014 年の生乳生産量は、11.4 百万トンで前年対比
0.9％減となる見込みである。2015 年は、11.7 百万トンで
前年対比 2.6％増と予想されている。
・豪州
　2014 年 10 月までの生乳生産量は、前年同期比 4.5％増で
推移し、年間では 9.7 百万トンで前年対比 3.2％増と見込ま
れている。ビクトリア州などの生乳主産地で、春の降水
量が平年水準を下回ったものの、生乳生産に大きな影響
はなかった。2015 年の乳牛飼養頭数に大きな変化はなく、
１頭当たり生産量がわずかに増加するため、生乳生産量
は 9.8 百万トンで前年対比 1.0％増と予想されている。

年間生産量は 147.0 百万トンで、前年対比 100.2％とわずかな増加にとどまりそうである。 
・ニュージーランド（ＮＺ） 
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2013 2014 2015 2014/2013 2015/2014
（見込） （予測） （％） （％）

アルゼンチン 11.5 11.4 11.7 99.1 102.6

豪州 9.4 9.7 9.8 103.2 101.0

ＥＵ 140.1 146.7 147.0 104.7 100.2

ＮＺ 20.2 21.7 22.1 107.4 101.8

米国 91.3 93.5 96.3 102.4 103.0

計 272.5 283.0 286.9 103.9 101.4
資料：USDA「Dairy:World Markets and Trade」
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